
＜守る活動：日々の安全唱和＞ 

＜守らせる活動：『安全の日』巡回/モニタリング＞ 
■「安全の日」巡回 

毎月２０日を「安全の日」として定め、管

理監督者が全工程を巡回し、危険個所の吸

い上げを実施。危険個所については、フォ

ローシートにて改善。 

■基幹職モニタリング 

毎週水曜日基幹職（課長以上）にて作業モ

ニタリング実施。 

⇒違反者に対してはイエローカードを発行 

 

■安全ルールブックの策定 

  過去の災害を教訓にしてできたルールを、ルールブックとして策定し、日々の点呼の中で 

  読み合わせ、唱和を行う 

共通理解を深め、ルールを浸透 

不安全行動の防止 

３１ルールは過去の久留米工場の災害傾向

を分析し、共通的に守らなければならない

事項をルール化 ２００８年～（第５版） 

基幹職モニタリング 

ブリヂストン久留米工場 安全活動事例① “ルールを守る“ 



緊張感の擬似体験による安全意識の向上 
緊急時の連絡/救出体制の確認・訓練 

災害模擬訓練 

災害擬似体験による危険意識の向上 
KY能力の向上 

安全体感訓練 

全工程/全班で実施（１回/年） 

スタッフを含め全員が実施 

AED使用を想定した訓練 管理監督者からの総評 災害発生時の救出訓練 

安全専任から全員へ説明 ロール巻き込まれ体感 危険体感Ｍ/Ｃ（非常停止を学ぶ） 

ブリヂストン久留米工場 安全活動事例② “ルールを守る（抑止力醸成）“ 


